
http://www.city.ebino.lg.jp/
広報えびのはホームページでもご覧になれます。〈表紙写真〉大河平小学校の休校のつどいの後、育ててきたハトをお父さんと放つ伊地知璃久くん。

え のび広
報

E b i n o 　C i t y 　P u b l i c 　R e l a t i o n s 　2 0 0 8 . 0 4

4
広報えびの４月号

2008.April
No.498

平成 20年４月 21日発行

平成 20年度施政方針

未
来
に
向
か
っ
て

大
き
く
は
ば
た
け
―
。

P2～ P3

P4～ P5　平成 20年度当初予算

将来世代に責任の持てる財政を―。
P6～ P7　平成 20年度の各課・事務局長等と新規採用職員の紹介

人事異動



広報えびの　23　ebino　city　public　relations.　2008.04

確
立
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
え
び
の
市
第
４
次
行
政
改
革
大

綱
（
平
成
18
年
度
～
22
年
度
）
に
基
づ
き
、

職
員
の
意
識
改
革
を
は
じ
め
、
行
政
評
価

（
事
務
事
業
・
施
策
・
政
策
の
評
価
）
シ

ス
テ
ム
の
充
実
、行
政
組
織
の
見
直
し
等
、

行
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
、
効
率
的

で
透
明
性
の
あ
る
成
果
重
視
の
行
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
は
、
地
域
の
活
性
化
と
自

立
を
目
指
す
上
で
取
り
組
む
べ
き
最
大
の

課
題
で
す
。
本
市
の
持
つ
地
域
特
性
や
地

域
資
源
を
有
効
に
生
か
し
な
が
ら
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
林
・
畜
産
業
の
振
興
を
は

じ
め
、
新
た
な
企
業
誘
致
の
促
進
や
既
存

企
業
の
振
興
、
観
光
振
興
な
ど
、
就
業
の

場
を
創
出
・
拡
大
し
、
市
民
所
得
の
向
上

と
人
口
の
定
住
化
、
交
流
人
口
の
増
大
を

図
っ
て
、
市
内
経
済
の
活
性
化
と
地
域
振

興
に
努
め
ま
す
。

　

加
速
す
る
少
子
・
高
齢
化
に
対
応
す
る

た
め
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
、高
齢
期
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
暮
ら
し
慣
れ
た
住

ま
い
で
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
市
民
の
生
涯

に
わ
た
る
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
り
、

地
域
福
祉
を
充
実
し
て
、
あ
た
た
か
い
地

域
社
会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
18
年
７
月
の
豪
雨
災
害
の
災
害
復

旧
に
現
在
も
努
め
て
い
ま
す
が
、
地
震
や

台
風
、噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
を
は
じ
め
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿

状
脳
症
）
等
の
家
畜
防
疫
な
ど
、
市
民
の

安
心
の
確
保
を
最
大
限
に
優
先
し
て
、
こ

う
し
た
対
策
に
万
全
の
対
応
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
、
環
境
汚
染
、
限
り
あ
る

資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
諸
問
題
な

ど
が
地
球
規
模
で
深
刻
化
す
る
中
、
え
び

の
市
に
お
い
て
も
、
豊
か
な
恵
み
を
も
た

ら
す
美
し
い
自
然
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
自
然
と
の
共
生
と
負
荷
の
少
な
い
環

境
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地
、
霧
島
演

習
場
、
市
街
地
戦
闘
訓
練
場
、
海
上
自
衛

隊
え
び
の
送
信
所
と
多
く
の
防
衛
施
設
が

存
在
す
る
え
び
の
市
は
、
自
衛
隊
と
は
深

い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
え
び
の
駐
屯
地
が

改
編
縮
小
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
同
駐
屯

地
の
存
続
増
強
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
す
る
な
ど
、
一
層
の
基
地
対
策
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
行
財
政
資
源
の
も
と
で
、
ま

す
ま
す
高
度
化
・
多
様
化
す
る
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
処
し
、
住
民
の
負
担

と
受
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
行
い
、
真
に
自

立
し
た
地
方
自
治
体
と
し
て
持
続
的
な
発

展
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

分
権
型
社
会
に
対
応
す
る
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
な
る
自
治
基
本
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、
市
民
と
と
も
に
、
平
成

21
年
３
月
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
ぷ
ら
い
ど
21
助
成
事
業
に
よ

る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
、
地

区
座
談
会
の
開
催
な
ど
に
よ
る
市
民
と
の

情
報
の
共
有
、
市
民
・
企
業
と
の
協
働
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
さ

ら
に
は
広
域
的
な
連
携
な
ど
、
引
き
続
き

積
極
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
を
念
頭
に
、
え
び
の

市
第
四
次
総
合
長
期
計
画
（
平
成
14
年
度

～
23
年
度
）
や
、
え
び
の
市
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
（
平
成
17
年
度
～
21
年
度
）

を
は
じ
め
、
各
種
計
画
を
精
査
し
な
が
ら

市
政
を
推
進
し
、
小
さ
く
て
も
き
ら
り
と

光
る「
市
民
が
主
役
の
元
気
な
え
び
の
市
」

を
目
指
し
て
、
市
民
と
協
働
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

や
危
機
的
状
況
に
あ
る
財
政
事
情
を
踏
ま

え
、
え
び
の
市
緊
急
財
政
改
革
推
進
計
画

（
平
成
16
年
度
～
18
年
度
）
や
集
中
改
革

プ
ラ
ン
（
平
成
17
年
度
～
21
年
度
）
に
基

づ
き
歳
出
構
造
改
革
を
行
う
な
ど
、
財
政

健
全
化
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
基
金
が
即
座
に
枯
渇
し
、

予
算
編
成
が
困
難
に
な
る
と
い
う
危
機
的

な
状
況
は
当
面
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
の
推

進
と
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
続
く
国
の

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
２
０
０
６
」
お
よ
び
「
経
済
財

政
改
革
の
基
本
方
針
２
０
０
７
」
に
基
づ

く
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
と
い
う
方
針
は

堅
持
さ
れ
て
お
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
地

方
財
政
計
画
に
お
い
て
地
方
再
生
対
策
費

が
創
設
さ
れ
た
も
の
の
、
今
後
も
依
然
と

し
て
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
19
年
に
策

定
し
た
え
び
の
市
第
２
次
財
政
改
革
推
進

計
画
（
平
成
19
年
度
～
21
年
度
）
に
基
づ

き
、
今
後
も
さ
ら
な
る
財
政
改
革
を
推
進

し
、
将
来
世
代
に
責
任
の
持
て
る
財
政
の

　

私
は
、「
市
民
が
主
役
の
元
気
な
え
び

の
市
」
を
つ
く
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
政

治
信
条
と
し
て
、「
将
来
世
代
に
責
任
の

持
て
る
財
政
の
確
立
」、「
地
域
の
活
性

化
」、「
市
民
の
安
心
の
確
保
」
の
三
つ
の

実
現
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
現

の
た
め
に
、
え
び
の
市
第
四
次
総
合
長
期

計
画
（
平
成
14
～
23
年
度
）
の
六
つ
の
基

本
目
標
の
下
、
次
の
九
つ
の
具
体
的
目

標
、
す
な
わ
ち
、
①
行
財
政
改
革
と
透
明

性
の
高
い
市
政
の
推
進
②
産
業
の
振
興
③

保
健
・
福
祉
政
策
の
充
実
④
活
力
あ
る
市

政
の
構
築
⑤
住
み
よ
い
生
活
環
境
の
整
備

⑥
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
⑦
防

衛
施
設
の
存
続
と
基
地
対
策
の
充
実
⑧
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
⑨

市
民
が
主
役
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
主
自
立
の

道
を
力
強
く
前
進
さ
せ
、
活
力
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

市
民
が
主
役
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
な
お
一
層
の
簡
素
で

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
体
制
の
確
立
が

前
提
で
す
。

　

え
び
の
市
は
こ
れ
ま
で
国
の
経
済
情
勢

３
月
議
会
の
開
会
初
日
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
宮
﨑
市
長
は
、
新
年
度
の
重
要
政
策
な
ど

を
ま
と
め
た
施
政
方
針
を
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
施
政
方
針

City　Planning　2008＊平成 20年度施政方針（一部抜粋・要約）

小
さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る

「
市
民
が
主
役
の
元
気
な
え
び
の
市
」
を

目
指
し
ま
す
。

３月議会で施政方針を述べる宮﨑道公市長。
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＊平成 20年度当初予算

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

93
億
９
千
万
円
で
す
。
平
成
19

年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

４
億
９
０
０
万
円
の
減
、
率
に
し

て
４
・
２
％
の
減
額
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、
構

成
比
で
自
主
財
源
（
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
）は
、32
・
１
％（
対

前
年
度
当
初
比
５
・
４
％
減
）、
依

存
財
源（
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
・

支
出
金
や
、地
方
債
に
よ
る
財
源
）

は
、
67
・
９
％
（
対
前
年
度
当
初

比
３
・
６
％
増
）
と
な
っ
て
い
て
、

依
存
財
源
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
地
方
財
政
状
況
を

ふ
ま
え
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り
徹

底
し
た
見
直
し
と
抑
制
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
教
育
費
の
歳

平
成
20
年
度
当
初
予
算
を
年
収
５
０
０
万
円
の
家
計
に
例
え
る
と
・
・
・

■
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
（
３

億
８
，
０
５
５
万
８
千
円
）
▽

75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
か
か
る

医
療
費
は
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
を
主
体
と
し
て
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
を
行
う
も
の
。

■
妊
婦
健
康
診
査
委
託
料
（
４

８
８
万
１
千
円
）
▽
少
子
化
対

策
の
一
環
で
妊
婦
健
診
の
公
費

負
担
の
拡
充
を
行
う
も
の
。

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

事
業
（
２
，９
９
６
万
１
千
円
）

▽
40
歳
以
上
75
歳
未
満
を
対
象

に
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的

と
し
て
、
特
定
健
康
診
査
、
特

定
保
健
指
導
を
行
う
も
の
。

■
飼
料
稲
生
産
拡
大
緊
急
対
策

事
業
補
助
金
（
２
５
０
万
円
）

▽
飼
料
稲
を
生
産
し
た
農
家
に

助
成
を
行
い
、
飼
料
稲
の
生
産

と
利
用
の
拡
大
を
図
る
も
の
。

■
地
方
道
路
交
付
金
事
業
〔
坂

元
苧
畑
線
〕（
４
，０
０
１
万
円
）

▽
野
尻
町
か
ら
小
林
市
を
経
由

し
、
え
び
の
市
に
通
ず
る
農
免

道
路
の
一
部
区
間
で
、安
全
性
・

利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
。

■
小
中
高
一
貫
教
育
事
業
（
９

２
７
万
９
千
円
）
▽
小
中
高
一

貫
教
育
を
飯
野
小
、
飯
野
中
、

飯
野
高
校
で
実
施
す
る
も
の
。

そ
の
他
の
小
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
実
施
に
向
け

て
準
備
、
研
究
を
行
う
も
の
。

■
真
幸
中
学
校
危
険
校
舎
改
築

事
業
（
１
億
２
６
９
万
８
千

円
）
▽
真
幸
中
学
校
校
舎
９
号

棟
（
昭
和
36
年
度
建
設
・
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
延
床
面
積

６
４
７
㎡
）
を
取
り
壊
し
、
木

造
１
階
建
て
延
床
面
積
４
０
０

㎡
に
改
築
す
る
も
の
。

■
飯
野
地
区
公
民
館
改
築
事
業

（
１
億
１
１
４
万
円
）
▽
飯
野

地
区
公
民
館
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供

用
施
設
）の
建
設
を
行
う
も
の
。

■
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業

（
飯
野
第
一
団
地
、
栗
下
団
地
）

（
３
，
１
８
０
万
円
）
▽
飯
野

第
一
団
地
の
外
壁
改
修
等
工

事
、
栗
下
団
地
の
浄
化
槽
改
修

工
事
を
行
う
も
の
。

平
成
20
年
度
の
新
規
事
業

出
が
伸
び
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

中
学
校
の
校
舎
改
築
事
業
と
、
飯

野
地
区
公
民
館
改
築
事
業
に
伴
う

も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
平
成
20

年
度
の
主
な
新
規
事
業
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

　

こ
う
し
た
事
業
を
進
め
て
い
く

上
で
、
自
主
財
源
の
確
保
対
策
は

と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。市
税
の
課
税
に
あ
た
っ
て
は
、

適
正
・
公
正
な
課
税
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
負
担
が
公
平
と
な

る
よ
う
に
、
滞
納
対
策
の
充
実
を

図
り
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
遊
休
財
産
の
処

分
な
ど
、
市
有
財
産
の
適
正
管
理

と
有
効
活
用
を
図
り
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■会計別予算の状況

■一般会計歳出（目的別）

会　　計 20年度 19 年度 増減率
国民健康保険特別会計 3,582,688 3,422,360 4.7％

後期高齢者医療特別会計 526,728 0 皆増

老人保健特別会計 605,093 3,490,242 － 82.7％

介護保険特別会計 2,714,145 2,580,439 5.2％

観光特別会計 36,450 35,307 3.2％

水道事業会計 318,972 292,011 9.2％

病院事業会計 971,061 938,462 3.5％

単位：千円

科　　　　目 20年度
当初予算額

19年度
当初予算額 増減率

議　　会　　費 145,402 162,333 － 10.4％

総　　務　　費 1,254,421 1,422,170 － 11.8％

民　　生　　費 3,138,548 3,231,854 － 2.9％

衛　　生　　費 820,535 789,168 4.0％

労　　働　　費 8,923 9,007 － 0.9％

農林水産業費 605,466 628,814 － 3.7％

商　　工　　費 233,478 235,216 － 0.7％

土　　木　　費 510,109 509,392 0.1％

消　　防　　費 328,557 338,592 － 3.0％

教　　育　　費 822,268 688,554 19.4％

災　害　復　旧　費 122,813 367,575 － 66.6％

公　　債　　費 1,367,918 1,385,839 － 1.3％

予　　備　　費 31,542 30,486 3.5％

合　　　　計 9,390,000 9,799,000 － 4.2％

単位：千円

■市民一人あたりの予算額

※水道、病院事業の予算は収益的支出の額です。

※３月 30 日現在、住民基本台帳人口で算出。

１人あたり 405,756円

１世帯あたり 930,163円

一
般
会
計
歳
入

自
主
財
源　
32
・
１
％

地方税　1,810,549 千円（19.3％）

繰入金　615,477 千円（6.6％）

諸収入　309,398 千円（3.3％）

使用料及
およ

び手数料等　281,468 千円（2.9％）

依
存
財
源　
67
・
９
％

地方交付税　3,677,424 千円（39.2％）

国庫支出金　1,079,412 千円（11.5％）

県支出金　585,967 千円（6.2％）

地方債　565,814 千円（6.0％）

地方譲与税等　464,491 千円（5.0％）

人件費　2,232,126 千円（23.8％）
義
務
的
経
費　
56
・
６
％

一
般
会
計
歳
出
（
性
質
別
）

扶助費　1,704,657 千円（18.2％）

公債費　1,367,918 千円（14.6％）

普通建設事業費　740,538 千円（7.9％） 投
資
的
経
費

８
・
９
％

災害復旧事業費　93,923 千円（1.0％）

その他　3,250,838 千円（34.5％）
そ
の
他

の
経
費

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
財
政
課
財
政
係

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
１
１
１
１

（
内
線
３
８
１
）

34.5％

⇦収入

⇦支出

◎給料 128万円

◎預金 33万円

◎借金 30万円

◎親からの援助
　309万円

（地方税、諸収入、使用料など）

（繰入金）

（地方債）

（地方交付税、国庫支出金、
県支出金など）

◎生活費 180万円

◎増改築費 44万円

◎子への仕送り 203万円

◎ローン返済 73万円

（人件費、物件費）

（普通建設事業費、災害復旧事業費）

（扶助費、各種補助金など）

（公債費）

平成20年度
当 初 予 算

City　Planning　2008

将
来
世
代
に
責
任
の

持
て
る
財
政
を
―
。
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＊ 市立病院

横
よ こ や

矢　ひとみ

安全な医療と温
かみのある看護
を市民の皆さん
に提供できるよ
うに努めていき
たいと思いま
す。よろしくお
願いします。

（杉水流）

健康保険課

田
た む ら

村　良
よ し え

恵

えびの市民の皆
さんが、健康で
明るい毎日を送
れるよう、市民・
職員の皆さんと
ともに精一杯が
んばっていきた
いと思います。

（中島）

健康保険課

竹
たけなか

中　康
や す よ

代

親切丁寧な対応
を心がけなが
ら、市民の皆さ
んの役に立てる
よう努めていき
たいと思います
ので、よろしく
お願いします。

（鹿児島市）

市立病院

中
なかみち

道　みか

患者さんが安心
して入院や治療
を受けられるよ
うに、『えびの
市のナイチン
ゲール』を目指
して笑顔でがん
ばります。

（尾八重野）

財産管理課

谷
たにぐち

口　成
せ い や

也

えびのを『どげ
んかせんといか
ん』と思って
帰ってきまし
た。分からない
ことばかりです
が、一生懸命が
んばります。

（西上江）

水道課

尾
お の え

野江　隆
たかし

生まれ育ったえ
びのに貢献でき
ることを嬉しく
思います。早く
仕事を覚え、市
民の方々の役に
立てるよう努力
していきます。

（西長江浦下）

学校教育課

原
は ら だ

田　緒
お り え

梨恵

市民の皆さんが
いつも笑顔でい
られるようなま
ちづくりを目指
し、職員の一人
としてがんばり
ます。よろしく
お願いします。

（小林市）

平成 20 年４月１日付けで、
次の７人がえびの市役所の
職員として採用されまし
た。新規採用職員の皆さん
に、今後の抱負や意気込み
を聞いてみました。

　

▼ ▼ ▼

水
道
課
長

平ひ

ら

の野　
浩こ

う

じ二

水道事業会計事務、水道用水の供
給、水道施設の維持・管理に関す
る事項等

農
業
委
員
会
事
務
局
長

向む
こ
う
は
ら原　

雄ゆ

う

じ二

農地の売買・転用、農業委員会事務、
農業者年金に関する事項等

会
計
課
長

泊と
ま
り　

秀ひ
で
と
も智

公金の出納に関する事項等

畜
産
農
林
課
長

菅す

が

た田　
正ま

さ
ひ
ろ博

農業、畜産、林業、水産業に関す
る事項等

市
立
病
院
事
務
長

坂さ
か
も
と本　

健け
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

病院事業会計事務、外科、内科、
整形外科、放射線科、リハビリテー
ション科等

学
校
教
育
課
長

山や
ま
し
た下　

寿ひ

さ

お男

教育委員会、学校予算、教育行政
相談、児童生徒の就学・安全管理、
奨学金に関する事項等

議
会
事
務
局
長

柳や
な
ぎ
だ田　

和か
ず
ゆ
き幸

議会事務に関する事項等

農
村
整
備
課
長

境さ
か
い
だ田　

次つ

ぎ

お男

土地改良事業、農村環境の整備、
耕地災害復旧・農地防災、地籍調
査に関する事項等

社
会
教
育
課
長

白し
ら
さ
か坂　

良り
ょ
う
じ二

公民館活動、生涯教育、青少年育
成、文化・芸術振興、文化財保存、
生涯スポーツ振興に関する事項等

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

今い
ま
む
ら村　

隆り
ゅ
う
い
ち一

選挙事務、直接請求、裁判員候補
者予定者名簿調製、検察審査員候
補者名簿調製に関する事項等

建
設
課
長

下し
も
べ
っ
ぷ

別
府　
敏と

し
の
り則

道路・橋りょう、河川・治水、都
市計画、指名審査会に関する事項
等

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

藤ふ
じ
し
ま嶋　

勉つ
と
む

学校給食に関する事項等

監
査
委
員
事
務
局
長

徳と
く
し
げ重　

順じ
ゅ
ん
こ子

出納検査、決算審査、事務事業の
監査、住民監査に関する事項等

福
祉
事
務
所
長

上か

み

か

せ

だ

加
世
田　
た
ず
子

地域福祉、高齢者、障害者、ボラ
ンティア、生活保護、児童・母子・
父子・寡婦の援護に関する事項等

真
幸
出
張
所
長

上う

え

の野　
修し

ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

真幸地区の行政事務に関する事項
等

財
産
管
理
課
長

若わ
か
ま
つ松　

秀し
ゅ
う
い
ち一

市有財産の取得・管理・処分、住
宅・住宅新築資金等、建築・営繕、
入札に関する事項等

健
康
保
険
課
長

竹た
け
し
た下　

京き
ょ
う
い
ち一

国民健康保険、老人保健、介護保険、
市民の健康、衛生・医療等

環
境
業
務
課
長

便び
ん
も
と元　

益ま

す

お男

清掃施設等の管理、廃棄物の処理・
清掃に関する事項等

観
光
商
工
課
長

松ま
つ
な
が永　

康や

す

じ二

企業誘致、観光振興、商工業振興、
労働・職業・勤労青少年、地域開
発に関する事項等

税
務
課
長

堀ほ
り
か
わ川　

純じ
ゅ
ん
い
ち一

市税、市税等の収納・徴収、固定
資産、県税に関する事項等

市
民
課
長

西に

し

だ田　
健け

ん

戸籍・印鑑・住民登録等、国民年金、
市民の生活相談、環境問題、出張
所に関する事項等

飯
野
出
張
所
長

森も
り
な
が永　

時と
き
の
り紀

飯野地区の行政事務に関する事項
等

財
政
課
長

上か

み

か

せ

だ

加
世
田　
章あ

き
ひ
と人

歳入歳出予算、財政運営、財政分
析に関する事項等

企
画
政
策
課
長

小こ

さ

き崎　
久く

み

こ

美
子

総合的企画調整、秘書・渉外、統
計調査、行政評価、地域振興、国
際交流に関する事項等

平
成
20
年
４
月
１
日
付
け
で
、
市
職
員
の
人

事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
平
成
20
年
度
の
各
課
・
事
務
局

長
等
と
新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

人
事
異
動

総
務
課
長

坂さ
か
も
と本　

謙け
ん
た
ろ
う

太
郎

議会、広報・公聴、条例・規則等・
文書、消防・防災、人権、情報公開・
個人情報保護に関する事項等

行
政
管
理
課
長

木き

む

ら村　
政ま

さ
か
ず一

行政改革、組織・人事、職員の福
利厚生に関する事項等

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

職
員
全
員
が
一
致
団
結
し
て

さ
ら
に
住
み
よ
い
え
び
の
市
を
目
指
し
ま
す
。

＊平成 20年度の各課・事務局長と新規採用職員の紹介 City　Planning　2008

（一般事務） （一般事務） （一般事務） （看護師） （看護師） （社会福祉士） （保健師）

新規採用職員を
紹介します＊＊



▼
▼
▼

News　&　Topics
02 01

◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

04 03

左から原田副団長、市長、遠目塚団長、大河平副団長。新入団員を代表して宣誓する谷口成也さん。

消防庁長官表彰と日本消防協会会長表彰を受賞

日々の訓練や活動に高評価
大河平小学校が休校

地区民早期の再開を願う

■お問い合わせ先
市総務課防災交通係（内線 313・316）

■お問い合わせ先
市教育委員会学校教育課（内線 411・412）

春の「地域安全・交通安全」運動決起集会を開催

地域・交通安全に向けて団結
平成 20年度えびの市消防団入退団式

新たに 28人が消防団に入団
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大
河
平
小
学
校
の
修
了
式
と
休

校
の
集
い
が
、
３
月
26
日
、
大
河

平
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
の
大
河
平
小
学
校

の
児
童
数
は
、
２
年
生
の
伊
地
知

璃
久
く
ん
一
人
。
璃
久
く
ん
が
入

学
し
た
平
成
18
年
度
は
５
人
の
児

童
が
い
ま
し
た
が
、
卒
業
や
転
校

に
よ
り
一
人
と
な
り
ま
し
た
。
平

成
20
年
度
は
新
入
生
が
い
な
い
こ

と
や
、
璃
久
く
ん
の
今
後
を
考
え

て
の
休
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

修
了
式
で
は
、江
田
誠
校
長
が
、

「
璃
久
く
ん
、
こ
れ
ま
で
勉
強
や

ハ
ト
の
世
話
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と

に
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
校

長
先
生
は
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま

す
。
飯
野
小
で
も
大
河
平
小
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
璃
久
く
ん
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

璃
久
く
ん
は
、『
２
年
生
の
思

い
出
』
と
し
て
、「
一
番
の
思
い

出
は
文
化
祭
で
す
。
一
生
懸
命
練

習
し
た
か
ら
す
ご
く
緊
張
し
た
け

ど
、
地
区
の
皆
さ
ん
に
笑
っ
て
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
の
２

年
間
大
河
平
小
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
校
の
集
い
で
同
地
区

の
木
下
幸
夫
区
長
は
、「
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
っ
て
い
た
大
河
平
小
は
休
校
と

な
り
ま
す
が
、
い
つ
で
も
再
開
で

き
る
よ
う
、
維
持
管
理
に
最
大
限

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し

で
も
早
い
再
開
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
上
大
河
平
地
区
で
設
立

さ
れ
た
受
託
運
営
委
員
会
で
、
同

校
の
維
持
管
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

え
び
の
市
消
防
団
が
、
こ
の
ほ

ど
、
消
防
庁
長
官
表
彰
と
財
団
法

人
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
え
び
の
市
消
防
団
の

日
々
の
訓
練
、
災
害
等
で
の
献
身

的
な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
表

彰
さ
れ
た
も
の
で
、
３
月
15
日
に

宮
崎
市
で
行
わ
れ
た
宮
崎
県
消
防

大
会
の
場
で
、
東
国
原
宮
崎
県
知

事
か
ら
表
彰
状
と
表
彰
旗
の
伝
達

が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
で
消
防
庁
長
官
表
彰
と
財

団
法
人
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

を
同
時
に
受
賞
し
た
の
は
え
び
の

市
消
防
団
だ
け
で
す
。

　

え
び
の
市
消
防
団
は
、
三
町
合

併
に
よ
り
昭
和
41
年
11
月
３
日
に

え
び
の
町
消
防
団
と
し
て
発
足
。

以
来
、
え
び
の
地
震
や
真
幸
山
津

波
、
豪
雨
災
害
等
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
が
、
日
々
の
頼
も
し
い
活

動
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
幹
部
、
３
分
団
33
部
、

本
部
付
部
（
女
性
消
防
団
員
）
合

計
３
５
０
人
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
訓
練
や
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
活
動
に
昼
夜
を
問
わ
ず
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
月
19
日
、
受
賞
の
報
告
に
市

長
を
訪
れ
た
遠
目
塚
光
治
団
長

は
、「
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
し
て

い
た
だ
け
た
の
も
、
市
長
を
は
じ

め
、
団
員
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
受
賞
を
大
き
な
励

み
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
団
員
一

丸
と
な
っ
て
訓
練
等
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

■お問い合わせ先
市総務課防災交通係（内線 313・316）

■お問い合わせ先
市総務課防災交通係（内線 313・316）

　

平
成
20
年
度
え
び
の
市
消
防
団

入
退
団
式
が
、
４
月
６
日
、
永
山

河
川
敷
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
新
た
に
28
人
（
内

２
人
は
再
入
団
）
が
消
防
団
に
加

入
し
ま
し
た
。
新
入
団
員
を
代
表

し
て
、
谷
口
成
也
さ
ん
が
「
良
心

に
従
っ
て
、
忠
実
に
消
防
の
職
務

を
遂
行
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
28
人
の
方
々
が

消
防
団
を
退
団
。
退
団
者
に
対
し

て
、
点
検
長
（
市
長
）
や
消
防
団

長
な
ど
か
ら
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
長
年
、
本

当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
今
後

と
も
、
消
防
団
へ
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
入
団
員
の
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
新
入
団
員
】（
敬
称
略
）

本
部
付
部
▽
堂
原
郁
恵
・
郡
山
美

咲第
１
分
団
▽
新
屋
敷
義
崇
（
１

部
）・
中
村
俊
介
（
１
部
）・
吉
岡

直
人
（
３
部
）・
溝
口
優
（
３
部
）・

中
村
龍
馬（
３
部
）・
谷
口
成
也（
４

部
）・
谷
口
正
信
（
５
部
）・
外
屋

誠（
６
部
）・
小
多
田
秀
次（
６
部
）・

大
木
場
亮
平
（
９
部
）・
福
重
和

春
（
12
部
）・
宮
内
哲
郎
（
13
部
）

第
２
分
団
▽
赤
川
億
昇
（
１
部
）・

尾
野
江
隆（
３
部
）・
美
坂
健
次（
５

部
）・
米
原
大
輔
（
７
部
）・
園
田

貴
大
（
７
部
）・
川
野
俊
一
郎
（
７

部
）・
岩
城
勝
士
（
12
部
）

第
３
分
団
▽
佐
尾
廉
（
１
部
）・

原
内
迅（
３
部
）・
梶
原
薫（
３
部
）・

徳
永
竜
矢（
５
部
）・
末
川
洋
平（
６

部
）・
柿
木
敏
幸
（
７
部
）・
吉
牟

礼
明
弘
（
７
部
）

　

え
び
の
市
春
の
「
地
域
安
全
・

交
通
安
全
」
運
動
決
起
集
会
が
、

４
月
４
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
犯
罪
や

交
通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
生
活

で
き
る
え
び
の
市
を
目
指
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
え
び
の
市
商
工

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
会

な
ど
、
27
団
体
約
２
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
え
び
の
市
交
通
対

策
協
議
会
長
・
え
び
の
地
区
防
犯

協
会
長
で
あ
る
宮
﨑
市
長
が
「
市

民
、
警
察
、
市
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
安
全
、
交
通
安
全
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
岡
村
勝
繁
え

び
の
交
通
安
全
協
会
長
と
、
こ
の

ほ
ど
新
し
く
え
び
の
警
察
署
長
に

就
任
し
た
今
井
和
久
署
長
も
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
今
井
署
長
は
、

「
最
近
え
び
の
市
内
で
は
、
空
き

巣
が
多
発
し
て
い
ま
す
。『
外
出

す
る
際
は
カ
ギ
を
閉
め
る
』
と
い

う
意
識
の
輪
を
市
内
で
も
広
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
集
会
で
は
、
今
春
、
小
学

校
に
入
学
し
た
児
童
を
代
表
し
て

５
人
に
、
防
犯
ブ
ザ
ー
や
交
通
安

全
グ
ッ
ズ
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
や
交
通
安
全
協

会
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り
会
な
ど
か
ら

贈
ら
れ
た
も
の
で
、
市
内
の
新
一

年
生
全
員
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
迫
田
黙
太
郎
え
び
の

商
工
会
長
の
指
揮
の
も
と
、
ガ
ン

バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い
、
各
団
体
の

団
結
を
固
め
ま
し
た
。

上大河平地区民と一緒に校歌を歌う伊地知璃久くん（中央）。防犯ブザーや交通安全グッズの贈呈を受ける新一年生。
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vol.37◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば れ 自 会治

宮崎県酪農青年女性酪農発表大会で最優秀賞に輝いた坂下純二さん。

「

◎
国
際
交
流
員
レ
ポ
ー
ト

From　a　different　land… 異国から来たボクは…

Hello!!
My　name
is　Craig!最近、２年ぶりに会う友達が福井県

から遊びに来ました。都城出身の
知り合いが私の友達に、鵜戸神宮や霧
島神宮、サンメッセなど、県内外の観
光地をたくさん教えてくれました。私
は地図を持ってナビゲーター（案内役）
をしました。もちろん、えびの市内も
見て回りました。
　木崎原古戦場、毘沙門の滝、狗留孫
峡などに行き、写真もたくさん撮りま
した。そして地元の友達と一緒に花見
に出かけました。そこで、友達は「温
泉に行きたい」と言いました。私はえ
びのの温泉に行ったことがなかったの
で、どこがいいか分かりませんでした。
そこで、私は何度かご飯を食べたこと
のある白鳥温泉に行こうと勧めました。

　私はこれまで一回しか温泉に入った
ことがなかったので、その熱い湯がど
れだけ体を癒してくれるかを忘れてい
ました。温泉に入ると、仕事や空手の
練習の疲れがとれ、さわやかになりま
した。前回行った時はなかった露天風
呂も初めて経験することができました。
蒸し風呂の熱さには耐えられませんで
した。ドアを開けて出てくる蒸気は、
私にとって熱く、まるで地獄への道を
開いたという感じで、入ろうとしても
入れませんでした。ほかの人たちが平
気で入るのを見て、「本当にすごいな」
と思いました。その後、もう一度露天
風呂に戻りました。
　友達も私もとても楽しむことができ
たので、また一緒に行きたいです。こ
れからもいろいろな温泉を経験してみ
たいと思います。

温泉冒険

Craig　Smith

えびの市国際交流員
クレッグ・スミスさん

左から野間さん、関田さん、松元さん、阿部さん。

　

市
内
65
の
自
治
公
民
館
で
は
、

住
民
の
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
各
公
民
館
長
を
中
心
に
、
明

る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が

協
力
し
て
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
や

年
中
行
事
・
世
代
間
交
流
に
努
め
、

ま
た
、
市
の
出
前
講
座
等
を
利
用

し
た
健
康
教
室
や
学
習
会
な
ど
を

行
い
、
住
民
の
生
活
・
文
化
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
や
地
域
の
つ
な

S h o u k o 　K u r o d a

上江小家庭教育学級長
黒田章子さん

明るくて住みやすい
地域づくりを

が
り
の
希
薄
化
が
進
む
中
で
、
自

治
公
民
館
活
動
も
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
自
治
公
民
館
活
動

は
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
づ
く

り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
公
民
館
活
動
に
興

味
を
持
っ
て
、
と
も
に
学
び
、
と

も
に
連
携
し
て
地
域
を
も
り
立
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

飯
野
、
上
江
、
真
幸
の
地
区
公

民
館
と
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
配
属

さ
れ
た
社
会
教
育
指
導
員
は
、
各

自
治
公
民
館
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
公
民
館
活
動
の
情
報
提
供
や

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
社
会
教
育
指
導
員
は
次
の
方
々

で
す
。
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
飯
野
地
区　

阿
部
忠
志
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
33
‐
０
０
３
０

◎
上
江
地
区　

関
田
徳
弘
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
33
‐
５
７
９
９

◎
加
久
藤
地
区　

松
元
國
治
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
35
‐
２
２
６
８

◎
真
幸
地
区　

野
間
寛
俊
さ
ん

☎
０
９
８
４
‐
37
‐
３
２
２
１

　
　

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

活
動
に
関
す
る
相
談
は

社
会
教
育
指
導
員
ま
で
。

（

）

（平成 20 年度の社会教育指導員の紹介）

今年度の社会教育指導員の皆さん。
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坂下純二さん

牛
は
生
き
物
で
す
か
ら
、
世

話
の
手
を
抜
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
仕
事
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
３
月
14
日
に
宮
崎
市
で
行
わ

れ
た
「
第
32
回
宮
崎
県
酪
農
青
年

女
性
酪
農
発
表
大
会
」
の
経
営
発

表
の
部
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
坂

下
純
二
さ
ん
（
上
浦
区
）
で
す
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
坂
下
さ
ん

は
、
５
月
に
佐
賀
県
で
行
わ
れ
る

九
州
大
会
で
、
宮
崎
県
代
表
と
し

て
発
表
し
ま
す
。

　

坂
下
さ
ん
は
19
歳
の
時
に
就

農
。
現
在
19
年
目
を
迎
え
、
経
産

牛
41
頭
、
育
成
牛
16
頭
、
和
牛
子

牛
２
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
は
、
で
き
る
限
り
牛
の
ス

ト
レ
ス
要
因
を
取
り
除
き
、
牛
が

快
適
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り

（
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
）
や
、
牛

ご
と
に
乳
の
出
る
量
や
乳
成
分
、

体
細
胞
数
や
体
重
な
ど
を
測
定
・

記
録
し
、
そ
の
結
果
を
飼
養
管
理

の
改
善
な
ど
に
活
用
す
る
牛
群
検

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
坂
下

さ
ん
は
、「
牛
と
会
話
し
な
が
ら

Junji　Sakashita

こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
何
か
見

つ
け
て
は
す
ぐ
に
改
善
し
て
あ
げ

る
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
仲
間

と
の
共
同
作
業
で
、
粗
飼
料
生
産

や
耕
畜
連
携
の
取
り
組
み
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
が
元
気
に
酪
農
を
続

け
地
域
に
貢
献
し
続
け
る
こ
と

元気に酪農を続けることが
この地域を守っていくと思う

が
、
私
た
ち
の
地
域
を
守
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
坂
下
さ

ん
。
酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
、
園

芸
農
家
、
ま
た
非
農
家
と
多
く
の

仲
間
た
ち
で
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
仲
間
た
ち
と
お
互
い
に

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

技
術
の
向
上
、
農
業
所
得
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

さかした・じゅんじ／ 37 歳／上浦区／
高原高校を卒業後、平成元年に就農し
19 年目を迎える。妻、子ども４人、両
親の８人家族。

Junji　Sakashita
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わ
く
わ
く
！
自
然
保
護
調
査
隊
が
、

３
月
９
日
、
鹿
児
島
県
湧
水
町
の
栗
野

岳
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

え
び
の
市
や
湧
水
町
の
自
然
を
調
査

し
、
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
保
護
の
大

切
さ
を
学
習
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
両
市
町
の
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
く
す
の
木
自
然
館
」
の

立
山
芳
輝
先
生
を
講
師
に
、
栗
野
岳
周

辺
を
調
査
。
参
加
者
は
、
動
物
の
フ
ン

を
見
つ
け
、
ど
ん
な
動
物
な
の
か
、
何

を
食
べ
て
い
る
の
か
を
想
像
し
た
り
、

野
鳥
の
鳴
き
声
を
に
耳
を
傾
け
た
り
し

て
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
自

然
を
肌
で
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

打
植
祭
が
、
３
月
16
日
、
今
西
地
区

の
香
取
神
社
と
田
代
地
区
の
天
宮
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
香
取
神

社
の
祭
神
で
あ
る
女
神
が
天
宮
神
社
の

男
神
を
出
迎
え
に
行
き
、
香
取
神
社
で

年
に
一
度
の
再
会
を
果
た
す
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
、
五
穀
豊
穣
を
願
っ

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

約
４
㎞
離
れ
た
両
神
社
間
を
行
き
来

す
る
神
迎
え
行
列
の
後
、
田
植
え
の
準

備
の
様
子
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く
演
じ

る
田
遊
び
狂
言
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

演
者
の
熱
演
に
会
場
か
ら
歓
声
と
笑
い

声
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、

孟
宗
竹
を
引
き
合
う
カ
ギ
引
き
や
、
も

ち
ま
き
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
つ
ば
ち
会
（
青
山
光
男
会
長
）
が
、

３
月
23
日
、
矢
岳
高
原
に
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
蜂
の
蜜
源
を
増
や

す
た
め
に
、
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
雨
の
中
で
の
作
業
と
な

り
ま
し
た
が
、
会
員
８
人
が
参
加
し
、

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
サ
ク
ラ
、
ユ
リ
合
計

14
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。
青
山
会
長
は

「
蜂
の
蜜
源
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
植
樹
に
よ
っ
て
、

少
し
で
も
景
観
の
向
上
や
環
境
の
向
上

に
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
植
樹
の
ほ
か
、
蜂
に
関
す

る
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

県指定無形民俗文化財の打植祭。

立山先生の案内のもと、自然を調査する参加者たち。

蜂の蜜源を増やそうと植樹を行うみつばち会の会員。

自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ

豊
作
を
願
い
神
々
と
交
歓

蜂
の
蜜
源
を
増
や
そ
う

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
い

い
汗
加
久
藤
ク
ラ
ブ
」の
設
立
総
会
が
、

３
月
24
日
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

市
民
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
真
幸
、
飯
野
に
続
き
、

市
内
で
３
番
目
の
ク
ラ
ブ
。
平
成
18
年

６
月
か
ら
設
立
準
備
委
員
会
を
作
り
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
加

久
藤
地
区
体
育
館
に
事
務
所
を
置
き
、

ク
ラ
ブ
の
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
就
任
し
た
西
吉

道
彦
さ
ん
は
、「
１
日
で
も
早
く
真
幸
、

飯
野
の
両
ク
ラ
ブ
に
追
い
つ
け
る
よ

う
、
ま
た
、
加
久
藤
地
区
な
ら
で
は
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
３
回
「
県
際
交
流
中
学
生
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、
３
月
23
日
、

え
び
の
市
民
体
育
館
な
ど
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
県
際
地
域
の
住
民
や

各
チ
ー
ム
の
交
流
を
図
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
え
び
の
市
、
大
口
市
、

人
吉
市
、菱
刈
町
、湧
水
町
か
ら
14
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ど
の
試
合
も
、
１
点
を
争
う
白
熱
し

た
試
合
展
開
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
参
加
者
に
は
、
宮
崎
県
牛
乳
普
及
協

会
か
ら
、
牛
乳
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

〈
試
合
結
果
〉
優
勝
▽
山
野
・
大
口
南

中
（
大
口
市
）　

準
優
勝
▽
第
一
中
（
人

吉
市
）　

３
位
▽
第
二
中
（
人
吉
市
）、

栗
野
中
（
湧
水
町
）

「いい汗加久藤クラブ」の設立総会。

どの試合も白熱した展開となっていました。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
県
際
交
流

い
い
汗
加か

っ

つ

久
藤
ク
ラ
ブ
発
足

後
世
に
き
れ
い
な
水
を

皆
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
ま
ち

　
「
身
近
な
犯
罪
の
被
害
防
止
と
交
通

事
故
防
止
の
集
い
」
が
、
４
月
７
日
、

真
幸
地
区
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
京
町
駐
在
所
連
絡
協
議
会

が
、
春
の
地
域
安
全
運
動
の
一
環
と
し

て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
え
び
の
警
察
署
員
に
よ

る
身
近
な
犯
罪
の
被
害
防
止
、
交
通
事

故
防
止
の
講
話
、
な
か
よ
し
保
育
園
児

と
真
幸
保
育
園
児
に
よ
る
楽
器
演
奏
、

え
び
の
交
通
安
全
協
会
指
導
員
に
よ
る

人
形
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
町
駐
在
所
連
絡
協
議
会
は
、
身
近

な
犯
罪
の
被
害
防
止
と
、
お
年
寄
り
の

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
地
域
の
人
と

一
緒
に
な
っ
て
運
動
を
進
め
ま
す
。

なかよし保育園、真幸保育園の園児たちによる楽器演奏。

　
「
さ
わ
や
か
涵か

ん
よ
う
り
ん

養
林
・
え
び
の
の
里
」

の
植
樹
が
、
３
月
30
日
、
末
永
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
市
民
や

南
九
州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株

式
会
社
の
社
員
、
川
内
川
の
下
流
域
の

薩
摩
川
内
市
民
な
ど
、
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
植
え
た

の
は
ケ
ヤ
キ
や
ク
ス
な
ど
７
種
、
１
，

６
０
０
本
。
参
加
者
は
、
ク
ワ
を
手
に

一
本
ず
つ
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
さ
わ
や
か
涵
養
林
・
え
び
の

の
里
」
は
、
き
れ
い
な
水
や
空
気
の
確

保
、
災
害
の
防
止
の
た
め
に
、
県
、
市
、

西
諸
地
区
森
林
組
合
、
南
九
州
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
が
協
力

し
、森
林
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。クワを手に植樹を行う参加者。



■えびの消防署☎ 0984‐33‐6119 ■えびの警察署☎ 0984‐33‐0110

119 だより 110 だより

information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所☎ 0984‐35‐1111

す。皆さんの学校や会社、グルー
プの会議、研修等で、経済や財政、
金融などの講演の要望がありまし
たら、担当職員を派遣しますので、
お気軽にご相談ください。

【主なメニュー】
◎金融犯罪にあわないために
◎経済の現状と見直し
◎災害復旧のしくみ
◎預金保険制度（ペイオフ）
◎国有宅地の購入方法
◎国有財産の利用状況等
■お問い合わせ先
宮崎財務事務所総務課
☎ 0985‐22‐7101

　人事院および各府省では、国家
公務員中途採用者選考試験（再チ
ャレンジ試験）を実施します。

【受験資格】昭和 43 年４月２日
～昭和 54 年４月１日生まれの方

【受付予定期間】平成 20 年６月
24 日（火）～平成 20 年７月１
日（火）

【１次選考実施予定日】平成 20
年９月７日（日）

【受験案内等の請求方法】返信用
封筒（角形２号、140 円分の切
手貼付、あて先および「再チャレ
ンジ試験」明記）を同封した封筒
に、「再チャレンジ試験」と朱書
きし、下記に送付してください。
■請求・お問い合わせ先
〒 812‐0013 福岡市博多区博多
駅東２‐11‐１
人事院九州事務局第二課試験係
☎ 092‐431‐7733
ホームページアドレス：http://
www.jinji.go.jp/

　林野庁九州森林管理局では、国
有林を身近な存在として感じてい
ただけるよう、役割や現状等をお
知らせし、「国民の森林」として
管理経営するため、平成 20 年度

「国有林モニター」を募集します。
【募集人員】64 人
【依頼期間】平成 20 年６月～平
成 21 年３月 31 日

【依頼内容】アンケートへの回答
や、意見、提言等の報告、会議へ
の出席等。

【応募方法】官製ハガキまたは封
書に必要事項を記入の上、下記ま
で郵送してください。また、電子
メールでも受け付けます。

【必要事項】氏名、性別、生年月日、
年齢、職業、住所、電話番号、国
有林モニターを知ったきっかけお
よび応募の理由

【募集期限】平成 20 年５月 19 日
（月）　※当日消印有効
■応募・お問い合わせ先
〒 860‐0081 熊本市京町本丁２
番７号　九州森林管理局企画調整
室　国有林モニター担当
☎ 096‐328‐3512
メールアドレス：ky_kikaku@rin

ya.maff.go.jp

　国土交通省では、川内川の堤防
等の維持管理のため、除草作業を
業者に委託して行っています。そ
の刈草を資源の有効利用を図るた
め、地域の皆さんに提供し、家畜
粗飼料や畑等の敷き草、たい肥な
どに利用していただきたいと考え
ています。草刈りからこん包まで
は業者が行いますが、現地からの
持ち出しは利用者本人に行ってい
ただきます。この刈草を希望され
る方は下記までご連絡ください。

【登録期間】１年間　※今まで登
録していた方で引き続き希望する
方も新たに申し込んでください。

【こん包の大きさ】直径 50 ㎝×
長さ 73 ㎝程度　※こん包の際、
刈草の中のごみはある程度分別し
ますが、混入していることも考え
られますのでご理解ください。

【申込期限】平成 20 年５月 16 日
（金）※今回の募集は、許可制に
よる個人の採草ではありません。
■申込み・お問い合わせ先

川内川河川事務所京町出張所
☎ 0984‐37‐1151

　宮崎県立視覚障害者センターで
は、小林地区で朗読講習会を開催
します。
◎前期（５月～８月）

【開催日時】毎月第２、第４土曜
日の午後１時 30 分～午後３時
30 分（※開校式のみ５月 17 日
第３土曜日です）

【講師】樫元洋（元ＭＲＴアナウ
ンサー）

【会場】小林市社会福祉センター
（小林市立図書館横）
◎後期（９月～３月）

【開催日時】第２月曜日の午後７
時～午後９時、第４土曜日の午後
１時 30 分～午後３時 30 分

【講師】堀之内悦子、水間節子
【会場】小林市社会福祉センター
（小林市立図書館横）
■申込み・お問い合わせ先
小林市社会福祉センター
☎ 0984‐23‐3466
水間節子　☎ 0984‐23‐3498

人事異動で職員が変わりました

３月の活動状況 火災 2件 年計 8件
［えびの消防署管内］ 救急 72 件 年計 198 件

【着任】◎小久保重義（本部総務課から・高原町出身）
◎荻窪哲司（中央署から・小林市出身）◎眞方智宏（中
央署から・小林市出身）
【離任】
◎岡元秋人（中央署へ）◎川崎宏樹（須木分遣所へ）
◎長崎紀仁（高原分遣所へ）◎山田悠（中央署へ）
◎有村愼祐（中央署へ）
　今年に入り火災が８件（建物３件）発生しています。
火気を取り扱う場合は、万全の消火準備と十分な注
意をお願いします。
　　　

平成 20年度　全国統一防火標語
『火のしまつ　君がしなくて　誰

だれ

がする』

３月の交通事故 人身 9件 年計 17 件
　発生状況 物件 23件 年計 72 件

　高齢運転者（年齢 65 歳以上の運転免許証を取得さ
れている人）の運転免許返納メリット制度とは、高
齢者の交通事故が増加していることから、加齢や病
気による身体機能の低下により運転に不安を有する
高齢運転者が自主的に運転免許証を返納することに
よって、公共交通機関の利用、また、温泉利用や買
い物等でのメリットを与え、高齢運転者の交通事故
防止を推進する制度です。
　すでにえびの市内でも複数の方が自主的に運転免
許証を返納されています。

「交通安全　ゆずる優しさ　待つゆとり」

高齢運転者の運転免許返納メリット
制度について

国有林をより身近な存在
に感じてもらえるように
国有林モニター募集のお知らせ

　川内川アクアフロント推進協議
会では、川内川の豊かな清流やう
るおいのある水環境を守るための
活動を応援するため、活動費の一
部を助成します。この助成金を活
用して、川内川の環境保全活動に
参加してみませんか。

【補助対象事業】
①水に関する学習会や水生生物調
査等の水環境の保全に関する普及
啓発活動。
②河川区域の美化活動（清掃活
動）。
③その他、水環境にやさしい生活
推進活動。

【対象】川内川流域の自治会、Ｐ
ＴＡ、子ども会、ＮＰＯ法人など。

【補助額】１団体につき年５万円
を限度（ただし、人件費は除きま
す）　※予算に限りがあるため、
応募者多数の場合は補助できない
場合があります。
■申込み・お問い合わせ先
市企画政策課政策係
（内線 321）

　2011 年７月 24 日にアナログ
放送から地上デジタル放送に全面
移行されることに伴い、集落で利
用している共聴施設等（公民館の
テレビ等）に対し、補助を受けら
れる制度があります。これは、国
が改修工事費の 1/2 の額を補助
するものです。補助に関する相談

は下記にお問い合わせください。
【補助を受けられる条件】
①必ず共聴施設であること（個人
の施設は該当しません）。
②改修工事費の個人負担が１世帯
あたり 35,000 円を超えること。
③国の 1/2 の補助額が 100 万円
以上であること。
④対象地域として山間部などの地
上デジタル放送の視聴が困難な地
域。
■相談・お問い合わせ先
市総務課情報管理係
（内線 450・451）

　パソコン（インターネット）で、
雨量・河川水位の速報値および河
川の現在の様子がわかる画像が、
また、携帯電話では、雨量・河川
水位の速報値がご覧になれます。
豪雨や台風時の防災情報としてご
利用ください。
※河川の画像は携帯電話からはご
覧になれません。

〈アドレス〉パソコン版：http://
kasen.pref.miyazaki.jp
携帯版：http://kasen.pref.miyaza
ki.jp/mobile/
※宮崎県庁のホームページ（アド
レ ス：http://www.pref.miyazaki.
lg.jp）からもアクセスできます。
◎県庁ホームページ→◎災害情報
→◎防災関連リンク「雨量・河川
水位情報」
■お問い合わせ先
宮崎県河川課計画調査担当
☎ 0985‐26‐7186

　九州財務局宮崎財務事務所で
は、財務省・金融庁の情報を地域
の皆さんに広く伝えるとともに、
これに対する意見を財務省・金融
庁に伝えるため、財政金融に関す
る講演会や懇談会を開催していま

水環境を守る環境保
全活動を応援します

水環境を守る環境保全活動費補助金

国家公務員中途採用者
選考試験を実施します
再チャレンジ試験のご案内

書かれた内容を正確に分かり
やすく伝えるための講習です
小林地区朗読講習会参加者募集

・お知らせ・

刈草を家畜粗飼料やた
い肥等に活用ください
刈草の提供希望者を募集します

豪雨や台風の防災情報
としてご利用ください

雨量・河川水位の速報値の情報提供

改修工事費の 1/2 の
額を国が補助します

共聴施設への補助制度のお知らせ

・採用試験・

・募　　集・

学校や会社、グループの会議
や研修会等でご利用ください

担当職員派遣のお知らせ

広報えびの　1415　ebino　city　public　relations.　2008.04



掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

同 参 画 だ よ り男 女 共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

温かい春を迎え、お酒を飲む機会が多くなって
きました。お酒は、ほどよく飲めば「百薬の長」

になると言われます。しかし、飲み過ぎると肝機能
障害をはじめ、あらゆる病気の危険が高まります。
　では、どの程度が「ほどよい」のでしょうか。通
常のアルコール代謝能力をもった日本人では、１日
に純アルコール（※）にして 20g 程度が「ほどよ
い＝適正飲酒」とされています。逆に純アルコー
ル量 60g 以上が「多量飲酒」となります。これは、
酒類別に見ると、別表１の量になります。あなたは
この量を見てどう思いますか？ 25 度の焼酎をお湯
割り（５：５）で飲むと、約１杯が適正飲酒という
ことです。
　「元気に笑って健康えびの」中間評価のためのア
ンケートで飲酒状況を調べたところ、男性の飲酒率
が 64.8％で、そのうち 27.2 ㌫が適正飲酒、31.2％
が多量飲酒という結果が出ました。多量飲酒の人は
県内男性平均 5.9％（平成 18 年県民健康栄養調査
より）の約５倍となっています。えびの市の男性は、

多量に飲酒する人が多いということになります。
　アルコールの処理能力からみても、体重 60 ㎏の
人が 60g のアルコールを処理するには約 10 時間か
かるので、いかに肝臓に負担をかけているかが分か
ると思います。肝臓に負担をかけないためには、「適
量のお酒」のほかに、週に２日は休肝日をつくるこ
とや、食べながら飲むことなども大切です。
　ついつい飲み過ぎてしまいそうな酒量ですが、お
いしく、長く飲み続けるために「適正飲酒」につい
て見直してみませんか？
※純アルコール量＝飲んだ量×アルコール度数
（％）×比重（0.8）

気に笑
って

健康
え び の

「忘れない。」

著／市川拓司ほか

プレゼントには、いつも人の想いが隠れ
ています。友達へ、家族へ、大好きな

あの人へ。想いも相手もさまざまです。こ
の本は、そんなたくさんの「プレゼント」
をテーマに、気鋭作家 10 人が織りなす、不
思議なあったかさや切なさに溢れた、十の
物語集です。あなたにも、数分間の小説の
世界をプレゼント。

（ダ・ヴィンチ編集部）
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作
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そ
れ
は
ま
さ
に
平
安
時
代
の
源
氏
物
語
の
彩
色
の
絵
巻
を
連
想
さ
せ
る
情
景
描
写

で
あ
り
、
感
性
豊
か
な
す
ば
ら
し
い
一
首
で
あ
る
。　
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俳
句
で
花
と
言
え
ば
桜
の
こ
と
。
観
光
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
桜
の
名
所
。
そ
の

寺
に
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
寺
の
境
内
の
一

隅
で
、
し
ば
し
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
だ
け
の
昼
食
。
話
題
は
何
だ
ろ
う
か
。
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胸
が
キ
ュ
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ン
と
痛
む

昨年度いっぱいで休校となった大河平小学校の修了式と
休校の集いの取材に行きました。昨年度、たった一人

の児童だった伊地知璃久くんは、大河平小での思い出を、
先生方や上大河平区民が見守る中、元気な声で発表してく
れました。その中で、「３年生になっても大河平小で勉強し
たいけど、やっぱり一人はさみしいです」という言葉がと
ても印象的でした。今春から飯野小学校に通う伊地知くん。
新しい友達をたくさんつくって、勉強や遊び、また、とっ
ても大好きなハトの世話にがんばってくださいね。これか
らの伊地知くんの成長を楽しみにしています。　　　（楠元）

短
　

歌
俳
　

句

詩

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）

贈りものをめぐる十の話

広報えびの　1617　ebino　city　public　relations.　2008.04

今月の
納税

■中原栄養士（健康保険課）

　「男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任
も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性
と能力を十分に発揮できる社会」「男女が、社
会の対等な構成員として、自らの意思によって
社会のあらゆる分野における活動に参画する機
会が確保され、もって男女が均等に政治的、経
済的、社会的及び文化的利益を享受することが
でき、かつ、共に責任を担うべき社会」。これは、
私がえびの市男女共同参画懇話会の委員の委嘱
を受け、最初に目にした文章です。
　旧薩摩藩であるえびの市では、依然として古
い慣習やしきたりが根強く残っており、「男は
仕事・女は家事」といった男女の役割を固定的
に考える意識が年齢層の高いところほど強い傾
向にあると思います。この古い考えを取り除き、

男女が協力し合い、責任を分かち合える本当の男
女共同参画社会を築きあげなければ、少子高齢化、
過疎化が進んでいるえびの市はどんどん遅れをと
るのではと心配しています。
　遅れをとらないために何が必要か。いろいろな
場面で女性の視点により支えられていることが多
分にあることを感じている男性は多いと思いま
す。その女性の方々にあらゆる場に進出してい
ただき、活躍を願っている一人ですが、女性が活
躍するためには何よりも家族や夫の理解と協力が

あなたはほどよく飲んでいますか？

「私と男女共同参画」

固定資産税　　第１期
４月 30日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／10,326人（－152人）　　　転入／134人
　女性／11,787人（－107人）　　　転出／375人
　合計／22,113人（－259人）　　　出生／114人
◎えびの市の世帯数　　　　　　　死亡／132人
　9,042 世帯（－ 104 世帯）

（平成 20年４月１日現在）

純アルコール 20g（適正飲酒の量）はこれくらい！

　　◎焼酎（25度）なら・・・100cc（0.55 合）

　　◎焼酎（20度）なら・・・125cc（0.7 合）

　　◎ビール（５％）なら・・・500cc

これらの３倍の量を飲むと多量飲酒になります。

え
び
の
市
男
女
共
同

参
画
懇
話
会
会
長

溝
口
順
昭
さ
ん

必須条件となります。女性
の力を発揮できる環境を整
え、活力のあるえびの市を
ともにつくっていきたいも
のです。
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め
る
武
士
階
級
の
割
合
が
高
く
、
多
く

の
郷
士
は
与
え
ら
れ
た
土
地
を
耕
す
こ

と
で
収
入
を
得
て
い
ま
し
た
。
石
高
は

平
均
で
四
石
七
斗
、
一
石
に
つ
き
八
升

一
合
の
年
貢
を
藩
に
納
め
て
お
り
、
生

活
は
大
変
厳
し
く
、
副
業
に
よ
る
収
入

で
補
う
郷
士
も
多
数
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
薩
摩
藩
に
お
い
て
厳
格
な

兵
農
分
離
が
行
わ
れ
ず
、
領
地
防
衛
の

兵
力
と
し
て
温
存
し
た
こ
と
も
理
由
と

し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
南
九
州
で
は

鎌
倉
時
代
か
ら
一
貫
し
て
島
津
氏
が
領

主
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
末
端
の
家
臣

で
あ
る
郷
士
階
級
が
領
地
替
に
よ
り
移

住
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
外
城

制
度
が
確
立
で
き
た
大
き
な
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

薩
摩
藩
は
、
領
内
を
一
一
三
の
外

城
（
延
享
元
年
当
時
）
に
分
割

し
支
配
す
る
外
城
制
度
を
敷
き
、「
衆

し
ゅ
う

中じ
ゅ
う」

と
呼
ば
れ
る
武
士
階
級
を
外
城
に

住
ま
せ
統
治
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
え

び
の
市
域
は
、
飯
野
・
加
久
藤
・
馬
関

田
・
吉
田
に
分
け
ら
れ
、
藩
直
轄
領
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
天１

７

８

４

年

明
四
年
四

月
に
外
城
は
「
郷
」
と
改
称
さ
れ
、
衆

中
は
「
郷
士
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
薩
摩
藩
の
武
士
階
級
は
、
鹿

児
島
城
下
に
住
む「
城
下
士
」と「
郷
士
」

に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
郷
士
は
城
下
士

九
家
格
中
八
番
目
の
「
小こ

し
ょ
う
ぐ
み

姓
与
」
と
同

格
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
に
は
地
頭
を
置
き
、
そ
の
指
揮
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に
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れ
た
郷
士
年
寄
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つ
か
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に
は
郷
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ぜ
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地
頭
は
当
初
、
任
地

に
居
住
す
る
「
居
地
頭
」
で
し
た
が
、

寛
永
以
後
は
多
く
の
地
頭
が
、
鹿
児
島

城
下
に
居
住
し
な
が
ら
郷
を
統
治
す
る

「
遙
任
地
頭
」
と
な
り
ま
し
た
。
木
崎

原
の
地
に
元
巣
塚
を
建
て
た
伊
集
院
肥

前
入
道
元
巣
は
、
慶
長
年
間
の
飯
野
の

居
地
頭
で
す
。

　

各
郷
の
郷
士
は
、
郷
の
中
心
と
な
る

「
麓
」
に
居
住
し
諸
役
に
任
ぜ
ら
れ
る

麓
郷
士
と
、
在
郷
・
浦
方
で
農
民
同
様

の
生
活
を
営
む
在
家
郷
士
に
分
け
ら
れ

ま
し
た
。
え
び
の
市
内
で
も
「
麓
」
と

称
さ
れ
る
地
区
に
は
武
家
屋
敷
の
面
影

を
残
す
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薩
摩
藩
は
他
藩
に
比
べ
、
人
口
に
占

地頭の伊集院肥前入道元巣が建てた元巣塚。
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ど

城
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